
第
一
編

自

然

第
三
章

地

質

一
中
央
構
造
線
と
石
鎚
山
系

日
本
列
島
は
、
糸
魚
川
-
静
岡
構
造
線
で
東
北
日
本
と
西
南
日
本
と
に
分
け
ら
れ

る
。
西
南
日
本
は
、
中
央
構
造
線
で
内
帯
と
外
帯
に
区
分
さ
れ
る
。
中
央
構
造
線
は
、

天
龍
川
の
支
流
三
峰
川
、
豊
川
の
谷
、
櫛
田
川
、
紀
の
川
の
谷
を
通
り
、
四
国
吉
野

川
の
谷
か
ら
松
山
南
部
に
出
て
、
大
野
川
の
谷
を
通
り
九
州
西
岸
の
八
代
へ
出
る
大

縦
谷
で
あ
る
。

中
央
構
造
線
付
近
に
断
層
運
動
が
多
く
現
れ
た
の
は
、
自
重
結
末
か
ら
第
三
紀
へ

一
〇

に
あ
る
。
(
図
)

1

三
波
川
帯

三
波
川
帯
は
、
埼
玉
県
長
瀞
付
近
に
産
出
す
る
変
成
岩
と
同
種
の
岩
石
か
ら
な
る

変
成
岩
地
域
で
あ
り
、
中
央
構
造
線
の
外
帯
に
長
野
県
か
ら
紀
伊
半
島
、
四
国
中
央

部
を
へ
て
熊
本
県
八
代
南
部
ま
で
ほ
ぼ
連
続
し
て
分
布
し
て
い
る
。

三
波
川
帯
の
基
盤
を
つ
く
っ
て
い
る
大
部
分
は
結
晶
片
岩
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
今

で
は
お
も
に
古
生
代
の
後
期
の
地
層
か
ら
変
成
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
三

波
川
帯
で
は
結
晶
片
岩
類
を
貫
い
て
い
る
カ
ク
セ
ン
岩
・
カ
シ
ラ
ン
岩
・
蛇
紋
岩
・

移
り
変
わ
る
時
期
と
い
わ
れ
て
い
る
。

愛
媛
県
で
は
、
川
之
江
市
か
ら
新

居
浜
市
砥
部
町
を
経
て
双
海
町
ま
で
、

ず
っ
と
こ
の
中
央
構
造
線
が
通
っ
て

い
る
。
中
央
構
造
線
よ
り
南
部
を
外

帯
、
北
部
を
内
帯
と
呼
ん
で
い
る
。

外
帯
に
は
み
か
ぶ
線
と
仏
像
線
と
い

う
地
質
構
造
線
が
通
っ
て
い
る
。
中

央
構
造
線
と
み
か
ぶ
線
に
は
さ
ま
れ

た
地
帯
を
三
波
川
帯
(
長
瀞
帯
と
も

い
う
)
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
久
万

町
は
外
帯
の
う
ち
三
波
川
帯
の
な
か

地 質 線

み
か
ぶ
型
緑
色
岩

類
が
あ
る
が
、
こ

れ
ら
の
岩
石
が
で

き
た
時
代
は
、

は
っ
き
り
わ
か
ら

な
い
。
そ
の
他
に

石
鎚
山
第
三
系
が

分
布
し
て
い
る
が
、

こ
れ
よ
り
他
の
時

代
の
地
層
は
ま
っ

た
く
分
布
し
て
い

な
い
。

三
波
川
帯
に
中

生
層
が
欠
け
て
い

る
の
は
、
結
晶
片

三波川帯
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岩
類
の
成
因
に
大
い
に
関
係
が
あ
る
。
こ
の
結
晶
片
岩
類
は
地
下
三
〇
㌔
㍍
ぐ
ら
い

の
と
こ
ろ
で
で
き
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
に
深
所
に
あ
っ
た
も
の
が
、
現
在
地

表
に
広
く
分
布
し
て
い
る
の
は
、
そ
の
上
に
あ
っ
た
厚
い
岩
の
層
が
、
長
い
年
月
の

間
に
浸
食
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
浸
食
さ
れ
た
岩
の
層
の
中
に
中

生
層
の
も
の
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
。

み
か
ぶ
線
と
仏
像
線
の
間
に
あ
る
秩
父
帯
に
は
第
三
系
が
な
い
こ
と
か
ら
、
か
つ

て
外
帯
に
広
く
海
成
古
第
三
系
が
分
布
し
て
い
た
が
、
そ
の
大
部
分
が
侵
食
さ
れ
て

し
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
石
鎚
の
始
新
世
地
層
を
海
生
化
石
を
含
む
紀
伊
半
島
中

央
の
始
新
世
層
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
四
国
及
び
紀
伊
半
島
の
外
帯
は
か
つ
て
古
第

三
紀
の
海
が
相
当
広
い
範
囲
に
広
が
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

2

石
鎚
山
第
三
系

石
鎚
山
第
三
系
は
、
そ
の
大
部
分
が
一
二
波
川
帯
に
分
布
し
て
い
る
が
、
一
部
分
領

家
帯
に
も
見
ら
れ
る
。
石
鎚
山
第
三
系
の
土
台
は
結
晶
片
岩
類
で
、
そ
の
上
に
後
・

中
期
始
新
世
の
堆
積
岩
で
あ
る
久
万
層
群
と
上
部
の
中
新
世
か
ら
鮮
新
世
期
の
火
山

噴
出
物
に
よ
り
で
き
た
石
鎚
層
群
か
ら
で
き
て
い
る
。

に
地
殻
の
大
変
動
が
起
こ
り
、
自
重
紀
の
海
に
堆
積
し
て
い
た
地
層
は
強
い
力
を
受

け
て
し
わ
が
よ
り
、
四
国
に
高
い
山
脈
が
で
き
た
。
し
か
し
、
隆
起
し
た
山
脈
は
、

約
一
〇
〇
〇
万
年
の
間
に
雨
風
や
川
の
水
の
た
め
ど
ん
ど
ん
削
ら
れ
、
地
下
の
深
い

と
こ
ろ
に
あ
っ
た
結
晶
片
岩
が
地
表
に
現
れ
て
き
た
。
約
四
五
〇
〇
万
年
ぐ
ら
い
前

は
、
久
万
町
か
ら
松
山
に
か
け
て
は
海
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
古
石
鎚
海
で
あ
る
。

こ
の
海
に
生
き
て
い
た
有
孔
虫
や
サ
ン
ゴ
、
石
灰
藻
の
化
石
が
二
名
か
ら
出
て
い
る
。

(
図
)
こ
の
海
の
底
は
結
晶
片
岩
の
か
け
ら
か
ら
で
き
て
い
る
地
層
で
あ
っ
た
。

始
新
世
の
終
わ
り
ご
ろ
に
な
る
と
地
形
が
が
ら
り
と
変
わ
り
、
古
石
鎚
海
は
干
上

が
っ
て
し
ま
っ
て
広
い
河
原
や
沼
地
が
で
き
て
い
た
。
こ
こ
に
は
暖
地
性
の
植
物
、

ビ
ロ
ウ
や
フ
ウ
が
茂
っ
て
い
た
。
こ
の
植
物
の
化
石
が
明
神
層
か
ら
出
て
い
る
。
そ

の
後
、
約
一
〇
〇
〇
万
年
の
間
は
わ
り
あ
い
に
地
盤
が
安
定
し
て
い
た
が
、
浸
食
作

用
は
休
む
こ
と
な
く
行
わ
れ
、
山
は
次
第
に
低
く
な
り
、
平
野
は
広
く
な
っ
て
準
平

原
が
で
き
た
。

久
万
層
群
の
う
ち
下
部
は
二
名
層
と
呼
ば
れ
、
結
晶
片

岩
の
岩
層
ば
か
り
か
ら
で
き
て
お
り
、
海
の
生
物
の
化
石

を
含
ん
で
い
る
。
上
部
の
明
神
層
と
呼
ば
れ
る
部
分
は
、

和
泉
層
群
・
変
成
古
生
層
・
花
崗
岩
の
岩
層
か
ら
で
き
て

い
る
。
久
万
層
群
を
不
整
合
に
お
お
っ
て
い
る
石
鎚
層
群

は
、
主
に
火
成
岩
・
火
山
砕
層
岩
か
ら
で
き
て
い
る
。

3

久
万
町
の
地
質
の
要
約

今
か
ら
六
〇
〇
〇
万
年
か
ら
五
〇
〇
〇
万
年
く
ら
い
前
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石鎚山第三系のわけかた

上部中新世 
石 鎚 

黒森峠層 

→下部鮮新世 
層 群 高野層 

始新世 
上 部 

久 万 層 群 

明神層 

中 部 二名層 

約
一
五
〇
〇
万
年
ぐ
ら
い
前
、
石
鎚
山
系
に

火
山
の
大
噴
火
が
起
こ
り
、
そ
れ
が
何
百
万
年

も
続
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
間
に
火
山
は
中
休

み
を
し
て
い
た
の
で
、
焼
野
が
原
に
な
っ
た
山

野
も
青
々
と
草
木
が
茂
っ
た
と
き
も
あ
っ
た
。

噴
火
が
お
さ
ま
り
浸
食
作
用
だ
け
が
働
く
時

代
に
な
る
と
、
低
い
山
と
広
い
野
原
の
準
平
原

が
で
き
た
。
そ
の
後
、
地
盤
が
一
〇
〇
万
年
以

上
も
引
き
続
い
て
変
動
し
、
断
層
が
で
き
た
。

こ
れ
が
現
在
の
地
形
の
原
型
で
あ
る
。
そ
の
後

二枚貝の化石(ニ名産)



二
名
の
富
重
に
ア
ン
チ
モ
ン
鉱
が
産
出
さ
れ
て
い
た

が
、
量
が
少
な
く
鉱
石
と
し
て
利
用
す
る
ま
で
に
は

な
っ
て
い
な
か
っ
た
。
現
在
は
、
増
水
後
、
川
に
流
出

し
て
い
る
の
を
時
々
み
か
け
る
程
度
で
あ
る
。

銅
鉱
と
し
て
は
、
二
名
か
ら
野
尻
・
横
谷
・
上
直
瀬

を
結
ぶ
緑
色
片
岩
地
帯
に
小
さ
い
鉱
脈
を
散
見
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
昭
和
一
六
年
か
ら
一
九
年
ご
ろ
ま
で
、

二
名
に
伊
予
鉱
山
と
い
う
会
社
が
あ
り
、
政
府
の
補
助

を
受
け
て
鉱
夫
五
〇
名
前
後
を
使
い
、
黄
銅
鉱
を
採
掘

し
て
四
阪
島
精
練
所
に
送
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
鉱
脈

が
小
さ
い
上
含
有
量
も
少
な
く
、
採
算
は
と
れ
な
か
っ

た
。
け
れ
ど
も
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
の
金
属
資
源
確

保
の
た
め
に
掘
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
他
、
実
験
的

に
採
掘
さ
れ
て
い
た
も
の
に
、
菅
生
の
岩
谷
・
下
野
尻

の
ウ
ス
ギ
の
峠
・
横
谷
の
有
枝
川
岸
・
上
直
瀬
の
段
ノ

奥
が
あ
る
が
、
現
在
は
採
掘
跡
が
み
ら
れ
る
に
す
ぎ
な

第
一
縞

自

然

も
浸
食
作
用
等
に
よ
り
原
型
は
幾
分
か
変
形
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

二

久
万
町
の
地
下
資
源

久
万
町
の
地
下
資
源
は
極
め
て
少
な
く
、
わ
ず
か
に
金
属
鉱
石
と
し
て
ア
ン
チ
モ

ニ
ー
鉱
・
銅
鉱
が
あ
り
、
非
金
属
鉱
石
に
石
灰
岩
・
安
山
岩
・
砥
石
・
石
墨
が
あ
る

が
、
現
在
は
安
山
岩
を
積
石
材
及
び
砕
石
材
と
し
て
利

用
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

昌
一

ヽ

o

下
野
尻
及
び
二
名
の
徳
好
に
石
灰
岩
を
多
く
産
し
、
明
治
の
終
わ
り
ご
ろ
よ
り
昭

和
二
三
年
ご
ろ
ま
で
、
二
瀬
橋
の
上
及
び
徳
好
で
石
灰
岩
を
焼
き
石
灰
を
製
造
し
て

い
た
。

久
万
町
で
採
掘
さ
れ
て
い
る
も
の
に
安
山
岩
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
土
木
石
材
と
し

圃国鵬岩

国囲石灰岩

■音更岩

圏圏珪岩

砂、礫砂
礫、粘土

久万町の地質

砂岩、礫岩、頁岩
凝灰石、凝灰角礫岩

斜方輝石安山岩匿Z須



て
利
用
価
値
が
高
い
。
東
明
神
・
西
明
神
・
上
畑
野
川
・
上
直
瀬
に
黒
雲
母
安
山
岩
、

斜
方
輝
石
安
山
岩
及
び
讃
岐
岩
質
安
山
岩
が
あ
り
、
そ
の
埋
蔵
量
は
極
め
て
多
い
が

良
質
な
も
の
は
少
な
い
。
(
図
)
西
明
神
槙
ノ
川
の
黒
雲
母
安
山
岩
、
仰
西
及
び
束
明

神
赤
坂
の
斜
方
輝
石
安
山
岩
を
、
現
在
さ
か
ん
に
採
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
良
質
の

安
山
岩
で
あ
る
。
(
図
)

石
灰
で
は
、
久
万
層
群
の
な
か
に
多
く
の
含
炭
地
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
昭
和

一
七
、
一
八
年
ご
ろ
、
菅
生
の
長
谷
・
岸
の
下
・
上
直
瀬
の
吉
富
・
菅
沢
・
直
瀬
橋

付
近
で
か
っ
炭
を
採
掘
し
て
お
り
、
家
庭
用
燃
料
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
。

瀬
戸
に
比
較
的
硬
質
の
中
砥
の
砥
石
が
あ
る
。
江
戸
時
代
の
中
ご
ろ
か
ら
瀬
戸
砥

の
名
で
広
く
郡
外
ま
で
売
り
に
出
さ
れ
、
鎌
、
斧
を
研
ぐ
た
め
に
使
用
さ
れ
て
い
た
。

昭
和
三
〇
年
ご
ろ
よ
り
採
算
が
と
れ
な
く
な
り
、
現
在
で
は

「
砥
石
場
」

の
名
で
そ

の
跡
が
残
る
の
み
で
あ
る
。
鉱
泉
に

嵯
峨
山
鉱
泉
が
あ
る
。
硫
黄
及
び
塩

類
を
含
む
冷
鉱
泉
で
、
緑
色
片
岩
か

ら
自
然
に
湧
出
し
て
い
る
。
一
日
の

湧
出
量
約
九
㌔
㍑
で
、
温
度
は
十
六

度
C
で
あ
る
。
一
八
〇
〇
年
ご
ろ
よ

り
皮
膚
病
の
鉱
泉
と
し
て
名
高
く
、

そ
の
ほ
か
胃
腸
病
、
神
経
痛
に
も
効

用
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

東明神の砕石場
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